
 

しずおか食の安全推進のためのアクションプラン【2022-2025】の概要 

 

 
○ 生産から流通・消費における食品の安全確保 
 
【成果】「人口10万人当たりの食品を原因とする健康被害の発生者数」（目標
値：10 人以下）は平成 15 年度に目標値を定めて以降、令和元年度に初めて
10人以下を下回り、令和２年度も継続して目標を達成している。 
 
【課題】大規模食品取扱施設における食中毒及び多発するノロウイルス食中
毒対策や、ＧＡＰ（農業生産工程管理）及び HACCP（ハサップ）を推進し、
生産、調理、製造等における衛生管理の徹底を図っていく必要がある。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 消費者の食に対する信頼確保 
 
【成果】「食の安全に対する県民の信頼度」（目標値：80％以上）は 70％以
上で推移し、目標値には至っていないものの県内で購入する食品の安全性
を信頼する県民の割合は年々高まる傾向にある。 
 
【課題】食の安全に対して判断していない県民の割合が２割弱存在してい
ることから、様々な方法、あらゆる機会を通じて、県民にとって分かりや
すい食の安全に対する正しい知識の理解普及に努める必要がある。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
１ 目 的：県民への安全で安心できる食品の提供 

２ 計 画 期 間：令和４年度から令和７年度までの４か年 

３ 位 置 付 け：静岡県総合計画（新ビジョン）の分野別計画 

４ 推 進 体 制：健康福祉部長を委員長とし、関係５部局から構成される

「しずおか食の安全推進委員会」が中心となって推進し、

関係各課（17課）から構成される「しずおか食の安全推

進幹事会」により、プランの進行管理を行う。 

１ 計画の概要 

２ 成果と課題 

 
・HACCP に沿った衛生管理の制度化・輸出促進に関する法律の施行 

・ゲノム編集技術応用食品の開発流通、新たな表示制度の開始 

・国内外からの観光客の増加 

 

３ 食を取り巻く現状 

 
 
 
 
 

５ 施策の展開方向 

各プラン 

計画期間 

の平均値 

目的 県民への安全で安心できる食品の提供 
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施策１ 生産段階におけるＧＡＰの推進 ア．生産者におけるＧＡＰ導入への支援                  

施策２ 生産者への衛生管理指導の充実 
ア．農薬の適正な使用と販売の指導 

イ．動物用医薬品・水産用医薬品の適正な使用と販売の指導    

ウ．家畜伝染性疾病対策の推進 

施策３ 製造・加工段階における HACCP の推進 

ア．食品の製造・加工施設における HACCP に沿った衛生管理の推進 

イ．茶製造施設における HACCP に沿った衛生管理の推進 

ウ．水産加工施設における HACCP に沿った衛生管理の推進    

エ．と畜場及び食鳥処理場における HACCP に沿った衛生管理の推進 

施策４ 製造・加工段階における監視指導の充実強化 

ア．食品添加物の適正な製造及び使用についての指導の徹底 

イ．食物アレルギー対策の推進 

ウ．食肉の安全性確保の推進                        

エ．と畜検査（BSE 検査を含む）・食鳥検査の徹底 

オ．農水産物の簡易加工・販売への指導の徹底 

施策５ 調理段階における HACCP の推進 ア．調理施設における HACCP に沿った衛生管理の推進       

施策６ 調理段階における食中毒防止対策等の充実 
ア．学校、病院等集団給食施設への監視指導の実施 

イ．大量調理施設、ホテル･旅館等の監視指導の徹底         

ウ．食物アレルギー対策の推進 

施策７ 流通段階における HACCP の推進 ア．卸売市場における HACCP に沿った衛生管理の推進        

施策８ 流通・消費段階における監視指導の充実強化 

ア．食品の流通拠点や販売店における監視指導・食品検査の実施 

イ．流通段階における違反・不良食品の排除 

ウ．輸入食品の監視・検査の実施                      

エ．健康食品の安全対策の実施 

オ．放射性物質を含む食品の監視・検査の実施 

施策９ 自主管理体制推進の支援 ア．食品製造・調理段階における自主管理体制推進の支援      

施策10 食品の安全情報発信の充実（危機管理情報） ア．食品の安全性に関する緊急情報や食中毒防止への注意喚起  

施策11 食品に係る危機管理体制の充実 
ア．関係機関等との連携体制の強化                    
イ．食品による健康被害発生時の調査・原因究明            
ウ．試験検査・調査研究体制の充実 

施策１ 
消費者・生産者・事業者・行政の相互理解の

推進 
ア．消費者が施策に対し意見を表明できる場の確保 

イ．食の安全・安心に関するリスクコミュニケーション事業の推進 

施策２ 
食品の安全・安心に関する情報発信の充実 

（ちゃっぴーの食品安全インフォメーション掲示板等） 

ア．迅速でわかりやすい情報の提供 

イ．生産から消費に係る食品に関する情報の収集・提供 

ウ．食品安全検査結果の公表 

施策３ 安全・安心情報のデジタル化 ア．デジタル技術を有効に活用した情報の発信 

施策４ 消費者の正しい知識習得への支援 
ア．静岡県食育推進計画に基づく食育の推進 

イ．食品の安全に関する知識の普及や啓発 

施策５ 新たな表示制度による適正表示の推進 
ア．食品の正しい表示についての指導・啓発 

イ．遺伝子組換え食品の表示適正化の推進 

ウ．食物アレルギー対策の推進 

施策６ 県産食品の信頼確保 

ア．県産食品の安全に関する情報の発信 

イ．トレーサビリティシステムの推進 

ウ．地産地消運動の推進 

エ．ＧＡＰの推進 

オ．県内産林産物等に対する放射性物質検査の実施 

カ．県内農林水産物等のブランド力の向上 

施策７ 食品に係る危機管理対応の充実 
ア．食品に関する苦情や不審情報等への迅速な対応 

イ．事業者の危機管理対応の啓発、助言 
 

                       【具体的な施策・主な取組】       （下線は新規取組、丸数字は管理指標項目数）
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◎ HACCP の普及から精度向上へ 原則全ての食品等事業者が HACCP 制度化の対象となったことから、製造・加工、調理、
流通の各段階において HACCP に沿った衛生管理を推進し、その精度向上を図る。 

◎ 消費者に対して正確な情報を迅速に発信 動画配信や SNS を用いた食の安全・安心に関する情報発信を行う。 

◎ 県内農林水産物等のブランド力の向上 「しずおか食セレクション」の愛称「頂(いただき)」を活用し、安全・安心な県産農
林水産物等の情報発信を行う。 

４ 新たな施策 

【目標】 

菓子牛肉の偽装 
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